
 

生涯学習と社会教育の定義 

 
○教育基本法 

（生涯学習の理念） 
第三条 国⺠⼀⼈⼀⼈が、自己の⼈格を磨き、豊かな⼈生を送ることができるよう、その
生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果
を適切に生かすことのできる社会の実現が図られなければならない。 

（社会教育） 
第十二条 個⼈の要望や社会の要請にこたえ、社会において行われる教育は、国及び地方
公共団体によって奨励されなければならない。 
2 国及び地方公共団体は、図書館、博物館、公⺠館その他の社会教育施設の設置、学校
の施設の利用、学習の機会及び情報の提供その他の適当な方法によって社会教育の振興
に努めなければならない。 

  
○社会教育法 

（社会教育の定義） 
第二条 この法律において「社会教育」とは、学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）
又は就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律（平成十八
年法律第七十七号）に基づき、学校の教育課程として行われる教育活動を除き、主として
⻘少年及び成⼈に対して行われる組織的な教育活動（体育及びレクリエーシヨンの活動
を含む。）をいう。 

 
◆生涯学習 

「生涯学習」とは、⼀般には⼈々が生涯に行うあらゆる学習、すなわち、学校教育、家庭
教育、社会教育、文化活動、スポーツ活動、レクリエーション活動、ボランティア活動、企
業内教育、趣味など様々な場や機会において行う学習 （文部科学省ＨＰより） 
 
 
 
◆社会教育 

学校の教育課程として行われる教育活動を除き、主として⻘少年及び成⼈に対して行わ
れる組織的な教育活動。（社会教育法より） 

 
 

 

言葉の定義通りに扱うと、およそ私たちの生活の全
てが生涯学習分野となってしまうため、計画では主に
教育委員会として担う範囲を取り扱います。 

資料２－２ 

第４回策定委員会 第二部会 

生涯学習を支える重要な手段のひとつとして取
り扱います。⻘少年・成⼈に対して行政から提供
する学習機会や、地域組織が行う育成活動など。 



 

生涯学習と社会教育の関係（イメージ図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習 
一生を通じた「学び」 

教育による学習 
（教える者と学ぶ者による）学習） 

学校教育 
 

学齢児童・生徒・学生等に対する
学校の教育課程による教育 
 
○幼、小、中、高、短大・大・大学院、 

専修学校、各種学校 

家庭教育 
 

子どもに対する親や家族による
教育 
○全ての教育の出発点 

○基本的生活習慣・生活能力、人に対す

る信頼感、情操、倫理観、自立・自制心・

社会性等を身につける 

社会教育 
 

主に青少年、成年に対する、学校・家庭以外の場での教育機会・場 
○自治体や公民館等が行う講座・教室 

○学校が行う児童生徒以外を対象とする公開講座、出前講座 

○民間団体・事業者等が行う育成活動、体験活動、習い事 

個人による
学習 
 

○読書、自学自習、 

自己研鑽 


